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2015年度基本要求回答交渉（報告）

総労働時間の短縮にどう対応？まずは、職場実態の把握から！

把握した状況の検証と具体的な縮減策を協議する場を！カギを握る「コスト意識」！

自治労県職労は12月24日、2015年度基本要求回答交渉を行いました。（回答要旨）

自治労県職労は、最終交渉まであきらめることなく、多くの課題が一歩でも前進するよう、引き続き改善を求めていきます。
自治労県職労の主な発言

○過重労働の撲滅・人員要求について

・人事委員会報告で、「職員の時間外勤務の実態を適切に把握、組織全体で業務のあり方の見直しや業務プロセスの改善に取組み」と示されたことにどう対応するつもりなのか。

・グループウェアを活用し、「在庁時間」の実態把握を。どうしたら残業を減らせるか、労使が知恵を出し合う場の検討を求める。

・児童虐待のケースが増加し、児童相談所はその対応に追われている。35年前の年末、児童相談所の一時保護所は空だった。しかし、今は満員状態。

・児童相談所は危機的な状況になっている。業務量に見合った人員が配置されていない。

・政策評価でＡ評価を受けたものが、予算査定で切り捨てられる場面があった。長期間に亘って準備してきたことが無駄になり、担当のモチベーションは下がる。

・予算査定が深夜に、当たり前のように行われている。朝まで残される場合もある。現局にいろいろな要求が出され、業務は増える一方だ。「予算査定は時間内」を基本にするよう強く求める。

・膨大な時間外のコスト（人件費等）がかかると、予算削減の効果は上がらないことになる。
・「限られた時間」の認識、コスト意識を財政課幹部に持ってほしい。

・予算編成方式を抜本的に見直し、庁内分権を進めるために、自治労県職労と財政課との話合いの場を求める。

・緊急的な業務に対応するため、過重労働となっている部局がある。
○昇任・昇格の課題

・5級昇はまじめに努力している職員が到達するポスト。モチベーションに係る重要な問題である。

○メンタルヘルス対策・労働安全衛生について
・職員健康管理センターに産業医を中心とするチームを設け、メンタルヘルスの総合的対策を構築するよう求める。

・メンタル不全の再発防止のため、産業医に職場復帰のプロセスに関与してほしい。
・安全衛生委員会が本来の役割を発揮し、活性化するような取組みを求める。

・「労働安全衛生の法令を遵守し」と言われるが、実態が伴っていないので、改善を求める。
・庁用自動車が冬にエンスト、エンジンがかかりにくくなったこともある。車両の更新をしてほしい。

○行政システム改革について

・「早め早めの情報提供」がされていないので、実現を求める。

・産業技術センターの独立行政法人化は、職員の雇用問題のみならず、公的責任を確保する観点からも断固として反対する。

○ノーマライゼーションの課題
・2016年度には「障害者差別解消法」が施行されることを踏まえて、早急に人事・給与制度や職場環境の改善を行うよう求める。

・職員への大きな負担となっていることを踏まえ、視覚障害を持つ電話交換職員の職場への派遣導入は止めてもらいたい。特に、合同庁舎にはさまざまな機関が入っており、多岐に亘る仕事をしているので、慣れない人が交換業務をこなすのは困難。

・職場で避難訓練をした時に怖い思いをしたことがある。すべての階段にてすりの設置を求める。
	要求項目
	労務担当局長の回答要旨

	過重労働の撲滅・

休暇等
	・これまで総労働時間の短縮に関する指針や管理調整会議の申合せ事項により、県庁を挙げて取組みが行われてきた。コスト意識は重要、今後も総労働時間の短縮が推進されるよう努める。

・今後は、月80時間超の時間外勤務を行った職員全員を対象に、産業医が面接を行うよう改善を図る。
・無駄な待機や時間外に及ぶ予算編成作業は、指摘事項として財政当局に話をする。

・緊急的な業務に対応するため、職員に負担がかかっている部局があることは心配している。過重労働が起きないように何ができたか、所属や局で考えてもらうことは必要である。

・配偶者同行休業制度については、現在、議会定例会に上程し、審議中である。

・時間外手当については、追加配当する。

・必要なところには、旅費の追加配当も考えている。

	適正な人員配置
	・どのような県民サービスが必要であるかを各局で十分議論したうえで、事業に優先順位をつけ、適切な人員配置が必要。政策判断がますます重要である。県全体の調整が必要な場合は、人事当局が調整する。県行政のあり方に係る問題であり、今日的視点に立って進めていくものである。

・危機的な財政状況のもとで、質の高いサービス、成果の見えるサービスを実現していくためには、無駄のない行政運営を行い、より行革に取り組む必要がある。人員問題はその延長線上にあり、厳しい調整がされることもあり、抑制基調にならざるを得ない。
・職員の採用は、中長期的な観点から計画的に行い、バランスのとれた人員構成にする必要がある。欠員は長期雇用にこだわらず、臨任や非常勤職員を弾力的に任用するなど、効率的な執行体制も必要である。採用は十分に検討しなければならない。
・児童相談所については、平成27年度に向けて対応強化を図る。児童虐待の増加に対応するため、即戦力となる専門職（任期付）5名程度を採用予定とし、現在選考を進めている。

	昇任・昇格の課題
	・考え方の基本は、職員が相当長期にわたって安定して勤務成績を上げ、より困難で責任の重い職務など、上位の職に求められる役割を果たすことが十分期待できる場合に行われるもので、能力や実績に基づき任命権者が行うものである。

・全国的に見ると県は、5級（副主幹級）以上の職員数が突出している。

	メンタルヘルス対策
	・平成23年度に精神科の産業医を職員健康管理センターに配置した。産業医にも積極的に関与してもらい、メンタルヘルス対策に取り組む。
・今年度から、職場リハビリ期間中における災害等を補償する傷害保険を適用した。

・10月からは、採用5年目の職員を対象に保健師が面接を行っている。マイ健康ポータルも開設した。

	労働安全衛生の課題
	・今後とも関係法令を遵守し、安全で衛生的な職場環境の整備を行う。

・職員が50人以上の職場については、産業医が職場巡視を行っている。

・安全衛生委員会の役割は重要。委員会の主な議題をイントラに掲載している。今後も充実を図りたい。

・節電対策を進めるにあたっては執務環境に留意し、職員の健康を守るため、労働安全衛生には意を用いる。

	人事評価システム・人事制度
	・適宜人事評価システムを検証し、必要に応じて県労連の場で話し合っていく。
・職員研修については、引き続き職員の希望を把握した上で、日数や定員数を決定したい。

	行政システム改革
	・行革を進めるにあたっては、職員の理解や協力は欠かせない。早め早めの情報提供をするよう関係各局に伝えている。

	臨任・非常勤・再任用職員の労働条件
	・非常勤職員の報酬については、正規職員の給料表の改定に応じて来年4月に改定する。

	ノーマライゼーションの課題
	・障害者の採用や職域の拡大、職場環境の整備については、努力していく。

・加齢に伴う障害の重度化等によるさまざまな課題については、一昨年度に開催した当事者と人事当局との意見交換会で出された意見も参考にしながら、対応したい。意向申告や面接で聴取した個別事情に配慮しながら対応していく。



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































